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研究課題（日本語）

EU 国際私法における反致　一連の EU 規則（EU regulation）と反致との関係について

研究課題（英訳）

Renvoi in European Private International Law.

１．研究成果実績の概要

国際私法学説上、国際条約においては反致を排除するとの考え方が提唱されてきた。諸国の抵触規則の内容が統一されれば、国毎
の抵触規則の内容が一致し、国際的判決調和が得られるため、わざわざ反致のように外国抵触規則の立場を考慮する必要はないと
の考え方である。しかし、近時の国際条約の中には、狭義の反致こそ否定するものの、転致を認めるものも散見され、国際条約は反致
を排除するという考え方と一致しない。国際条約は 本当に反致を排除するものなのかという点について再検討したのが本研究である。
本研究では、近時の一連の EU 規則(EU regulation)と反致との関係につ いて分析し、特に EU 規則の反致に対する態度について検討
を行っている。EU の国際私法統一規則であるローマ I 規則、ローマ II 規則、ロー マ III 規則は反致を排除しているが、相続規則 の 34
条は転致を認めるものであり、このような EU 規則内での反致に対する態度の差異はいかなる理由に基づくものであるのかについて研
究している。

２．研究成果実績の概要（英訳）

This study on Renvoi in European Private International Law analyzed an attitude towards Renvoi in the EU regulations.
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